
平成２５年 ５月２４日 

１．開通区間の概要 
 （１）新規開通区間 … 留萌幌糠IC～留萌大和田IC 8.9㎞  
 （２）開通日時   … 平成25年3月16日（土） 15時 
 （３）車線数    … ２車線 

深川・留萌自動車道（留萌幌糠ＩＣ～留萌大和田ＩＣ） 
開通後（ＧＷ期間中）の交通状況について 

２．交通状況（速報値） 

 開通前：Ｈ２４ＧＷ期間中の日平均交通量［H24.4.28（土）～5.6（日）］ 
 開通後：Ｈ２５ＧＷ期間中の日平均交通量［H25.4.27（土）～5.6（月）］ 
 最大 ：Ｈ２５ＧＷ期間中の深川・留萌自動車道日最大交通量（H25.5.5（日）） 
  
           ※交通量はトラフィックカウンターによる速報値（概数値）  
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留萌市 
高橋定敏市長 

深川・留萌自動車道（留萌幌糠IC～留萌大和田IC） 
開通後の利用状況について（１／２） 

小平町 
関次雄町長 

【沿線市町長】 

深川・留萌自動車道（留萌幌糠IC～留萌大和田IC）の開通にあたり、 
地域の方々のご意見、ご感想をお聞きしました。   

増毛町 
石崎大輔町長 

・留萌大和田インターチェンジを利用することで、アクセスの向上を実
感しており、留萌の新鮮でおいしい農水産物を札幌や旭川などの道
内以外に東京・横浜にもより新鮮な状態で届けることができることか
ら、商品の魅力が向上すると思われます。 
・同インターチェンジの利用により、救急搬送時間の短縮とともに、医
師確保の面でも有利であることから、２次医療施設としての水準を
保っており、住民生活の安心を確保しています。  
・留萌市では文化・観光・健康を独自のテーマとして市民活動が展開
され情報発信に取り組んでおり、深川留萌道の整備により交流人口
が拡大し、地域の活性化に繋がるものと期待しています。 

・３月の開通以降、増毛町を訪れた方の感想として「道央圏と海岸線
が近く感じられとても便利になった」と伺っており、５月25日～26日に
開催予定の「増毛えび地酒まつり2013」にも旭川や札幌などから多く
の方に訪れていただきたいとの思いから、特に観光面での効果発現
に期待しています。 
・増毛町から旭川方面への救急搬送実績もあることから、地域の暮ら
しを守るうえで、搬送時間の短縮や患者の負担軽減などの効果が大
きいと感じています。 
・農水産品は旭川などの消費地にも出荷されており、開通後は高規
格道路を利用することで物流の効率化が図られています。 

・小平町から札幌、旭川、オホーツク圏に水産物を出荷しており、深
川・留萌自動車道の延伸により鮮度や付加価値の更なる向上が図ら
れ、経済効果が発現するものと期待しています。 
・ゴールデンウイーク期間中は、天候不順にも関わらず、道の駅など
の施設利用者数がそれほど落ち込まなかったことから、深川留萌道
の整備促進が地域の活性化に直結すると考えています。 
・医療面からも高速交通ネットワークの確立が今後益々重要になるこ
とから、全区間の早期開通に期待しています。 

平成２５年 ５月２４日 



深川・留萌自動車道（留萌幌糠IC～留萌大和田IC） 
開通後の利用状況について（２／２） 

沿岸バス㈱留萌営業所 
西谷取締役営業所長 

 

【交通】 

深川・留萌自動車道（留萌幌糠IC～留萌大和田IC）の開通にあたり、 
地域の方々のご意見、ご感想をお聞きしました。   

・留萌大和田ICの開通により、走行安全性の向上はもとより、札幌までの定時運
行が図られ、お客様への一層のサービス向上を図ることができました。お客様か
らも「留萌が近くなった、バスが便利になった」という声が多く聞かれています。 
・より早く安全なバス運行による管内住民生活の利便性向上を図るためにも、留
萌市中心部まで直結することを願っています。 

【医療】 
・留萌大和田ICの開通により、旭川市や札幌市の高次医療施設への搬送時間の
短縮、カーブ等の隘路箇所の回避が可能となり、患者への身体的負担の軽減と
ともに三次医療施設への安定・安全な搬送が図られています。 
・三次医療施設への搬送時間の短縮は、症例によっては後遺症の影響にも関与
することから、病院に直結する留萌IC（仮称）までの早期整備が望まれます。 留萌市立病院 

留萌消防組合消防本部 

・深川・留萌自動車道は、走行安定性が高い道路です。留萌大和田ＩＣの開通に
伴い、これまで以上の搬送時間短縮が図られるとともに、傷病者の身体的負担
の軽減及び救急処置の安全性が図られています。 

【産業】 

【観光】 
・管内のイベントを札幌でＰＲした際に、留萌大和田ICまでの開通が話題となって
おり関心の高さを実感しました。 
・深川・留萌自動車道の整備により他の地域から観光や買い物で留萌を訪れる
方が増加することに期待しています。また、物流の効率化や交流人口の拡大も期
待できる事から、深川・留萌自動車道の早期完成を望みます。 

留萌商工会議所 
対馬副会頭 

・留萌大和田ICの開通により、当漁協仲買人の消費地市場への輸送、ほたて稚
貝・半成貝生産者から道内外二次産地（別海町、宮城県等）への輸送の際の鮮
度向上が図られています。 
・消費地までの輸送時間短縮により、管内ブランド水産物の品質・評価が向上し、
消費者の満足度の向上や出荷量の拡大に繋がっています。 新星マリン漁業協同組合 

 布施参事 

・当社は日本最北の酒蔵として、年間約１３万人のお客様の来訪があります。札
幌圏や旭川圏のお客様等からは、留萌大和田ＩＣの開通により「増毛が近くなった。
周遊観光がしやすくなった。」という声が多く聞かれています。 
・深川・留萌自動車道の整備により、管内及び内陸部の観光地間の組み合わせ
が容易となったことで、留萌圏への訪問が増え、留萌圏の観光振興や地域づくり
が益々活性化することを期待しています。 國稀酒造株式会社 

林代表取締役社長 
 

NPO法人留萌観光協会 
海東事務局長 

・留萌大和田ＩＣの開通により、留萌圏と札幌圏及び旭川圏がこれまで以上に近く
なっており、留萌圏を周遊する観光客が増加し、観光消費が活発化することを期
待しています。 
・これから夏の海水浴時期にかけて、留萌圏への入込を増やすために、アクセス
性の高さを活用し、より魅力的なイベント等の企画を考えて行きたいと思います。 

平成２５年 ５月２４日 
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